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【全国大会報告Ⅰ】

日本技術史教育学会 

2021年度全国大会(松江)開催報告 
2021全国大会実行委員会      

実行委員長 鳥谷智文（松江高専） 

日本技術史教育学会の 2021 年度全国大会･研究
発表講演会が､2021 年 11 月 6 日(土)に､昨年と同様､
松江工業高等専門学校を主幹として開催されました｡
今回も新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大防止を鑑み､ｵﾝﾗｲ
ﾝ開催となりました｡通常とは違う大会運営ということで､
ﾈｯﾄ環境の問題で､ﾄﾗﾌﾞﾙなどありましたが､昨年と比
較すると､随分少なくなったように思います｡入念に準
備をして下さった久間英樹会員を中心としたｽﾀｯﾌの
ご尽力の賜物です｡深くお礼申し上げます｡ 

今回の全国大会も､特別講演､見学会は中止させ
ていただき､研究発表のみを開催する形式をとらせて
いただきました｡本校図書館を拠点に､Google Meet
によるｵﾝﾗｲﾝによる報告､討論となり､発表者､聴講者
とも､これまでの経験値があがったことによるかと思い
ますが､落ち着いたかたちで参加されたように思いま
す｡ 

今回は､会員から 11 件､松江高専の学生から 4 件
の発表が実現いたしました｡学生からの報告は別に
報告するとして､ここでは会員 11 件の発表について
紹介いたします｡ 

最初のｾｯｼｮﾝ《技術史･技術文化史Ⅰ》では､久間
英樹会員から､世界遺産候補佐渡金銀山｢道遊の割
戸｣および｢大切山坑｣について､3 次元ﾚｰｻﾞｰ測定に
より得られた新しい知見を豊富なﾃﾞｰﾀをもとに明解
に報告いただきました｡次に､拙者から､近世後期､玉
造(松江市上乃木)で発祥した瑪瑙細工が､明治期､
乃木村(松江市乃木)に伝播し､その状況を第 3 回内
国勧業博覧会の史料から紹介いたしました｡次に､渡
部紘一会員から､ｲﾝﾀﾞｽ文明遺跡･ﾊﾗｯﾊﾟｰ遺跡の実
地調査で得られた知見を豊富な写真を駆使して報告
いただきました｡ 

次のｾｯｼｮﾝ《工学教育･技術教育》では､丸山晴男
会員から､｢高等学校工業科専門科目｣と｢理科(物理･
化学)｣を融合させた工学教育について､ｿｰﾗｰｸｯｶｰ
を利用した学習ｼｽﾃﾑの実践報告をしていただきまし
た｡次に､堤一郎会員から､産業技術史を取り入れた
地域学の授業実践について､常磐炭田を事例に報
告いただきました｡次に､白井一会員から､氏が 20 年
来継続してこられたﾌﾞｰﾀﾝにおける技術教育につい
て､鍛冶屋の実現計画をﾓﾁｰﾌに報告いただきました｡ 

3 番目のｾｯｼｮﾝ《技術史･技術文化史Ⅱ》 では､岡
崎昭仁会員から､戦前･戦中における高々度技術開
発について､日本､ｱﾒﾘｶ､ﾄﾞｲﾂの軍用機をﾓﾁｰﾌに詳
細な報告がなされました｡また､武長玄次郎会員から､
日本人(内地人)で台湾を活動の舞台とする｢植民地
技術者｣について､井手薫の史料をもとに､活動の状
況を示されました｡ 

最後のｾｯｼｮﾝ《技術史･技術文化史Ⅲ》では､吉田
喜一会長から､荒川区南千住の羊毛工業の発祥に
ついて､千住製絨所初代所長井上省三の碑文などか
ら分析を試みられました｡次に､南正晴会員から､加古
川の舟運について､その歴史と実際に利用された高
瀬舟の構造について紹介されました｡最後に､山舘順
会員から､明治中期において､ﾊﾝﾆﾊﾞﾙ像が西洋史学
の中でどのように捉えられてきたか､その変容を丹念
におわれ､その関心の拡大を指摘されました｡ 

発表後の質疑応答では､ｵﾝﾗｲﾝにも関わらず活発
な議論がなされ､大変な刺激となったように思います｡ 

 講演発表が終了し､ｵﾝﾗｲﾝの中で記念撮影が行
われました｡ 

 今後も､このようなｵﾝﾗｲﾝ開催による大会が運営
されるかと思います｡他の学会では､主催地での参加
によるﾊﾟﾀｰﾝと同時に今回のようなｵﾝﾗｲﾝによるﾊﾟﾀｰ
ﾝの同時併用が模索されていると聞きます｡本学会も､
そのような方向となるのでしょうか｡ 

最後になりましたが､皆様のご協力で本大会を無
事に終えることができましたこと､実行委員一同､深く
感謝申し上げます｡有難うございました｡ 
 

ﾘﾓｰﾄでの記念撮影 
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【全国大会報告Ⅱ】 

2021年度日本技術史教育学会 

全国大会（松江）開催校企画（学生講演）報告 
 

鳥谷智文（松江高専） 

 

 

2021年度の全国大会では､昨年度に引き続き

特別講演､見学会を実施いたしませんでした｡本

来なら､開催校である松江工業高等専門学校

(以下､松江高専と略します)の様子を知ってもら

うべく､現地参加型の大会にしたかったのですが､

その希望はｺﾛﾅ禍のためかなわず､ｵﾝﾗｲﾝ開催

となってしまいました｡ 

そのため､少しでも松江高専の研究状況を知

っていただこうと思い､松江高専の学生による報

告を企画いたしました｡ 

今回は､本校から4件の研究報告を用意いた

しました｡『研究発表講演論文集』の順に､題名と

簡単な内容を紹介いたします(報告者には氏名

の前に〇を記載しています)｡ 

1.〇伊藤未結､廣瀬誠､久間英樹(松江高専):

｢機械学習を用いた洞窟の3D点群反射率ﾃﾞｰﾀへ

の着色｣･･･観光洞における植物繁茂現象の要因

となる照明(LEDﾗｲﾄ､蛍光灯､白熱電球など)の照

射範囲と植物の状況について､秋芳洞を素材とし

て､3Dﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅによる測定で得られる点群ﾃﾞｰ

ﾀ･反射率ﾃﾞｰﾀを応用してｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ画像を生成

し､U-Netを用いて洞窟内の植物繁茂箇所への着

色を試みました｡ 

2.〇添田郁志､加藤健一(松江高専):｢縦列配置

されたﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ系における速度指令値生成の

高速化｣･･･搬送物(錠剤やｱﾙﾐ箔で覆われた物

品など)の高精度･高効率な搬送を実現するため､

複数のﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱを縦列に配置したｼｽﾃﾑについ

て､その速度波形(目標値)を線形計画法(LP)で決

定するのではなく､速度指令値を事前に生成･保

持し､内挿(線形補間)によって近似的に与える方

法を提案し､ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによって生成された目標

値の精度と生成時間を比較しました｡ 

3.〇米原悠人､幸田憲明(松江高専):｢PoseNetを

用いた動画からの対象人物の追尾･抽出ｼｽﾃ

ﾑ｣･･･ｻｯｶｰやｽｷｰなどの移動範囲が広いｽﾎﾟｰﾂ

について､競技者の撮影をするための方法として､

固定ｶﾒﾗで撮影できるperson tracking and video

 extraction(PTVE)ｼｽﾃﾑを提示し､その中で人物

追尾機能について抽出精度評価を行い､誤検出

割合を算出しました｡ 

 

4.〇森﨑陽紀､久間英樹(松江高専):｢ﾕﾆｯﾄ型坑

道探査ﾛﾎﾞｯﾄの開発｣･･･これまで､坑道探査にお

いて遠隔操作型ﾛﾎﾞｯﾄを開発してきましたが､急峻

な斜面においては､ｺﾝﾃﾅに入れての搬入は難し

く､複数人で持ち運ぶことができるﾕﾆｯﾄ型坑道探

査ﾛﾎﾞｯﾄの開発を行い､製作したﾛﾎﾞｯﾄで多田銀

銅山(兵庫県)の坑道を探査した結果､二つの坑道

とも江戸時代後期に採掘されたものと判断できま

した｡ 

 以上の研究報告について､聴講者から多数の

質問､意見が寄せられました｡例えば､1の報告で

は､秋芳洞を素材としている意義などについて質

問がありました｡報告した学生は､質問や意見につ

いて､戸惑いも見せつつも､何とか答えようと､よく

考え､応答していたように思います｡ 

 この企画は､報告した学生にとって､大いに刺激

があったように思います｡無論､会員の皆様におか

れましては､松江高専の学生が､どのような研究で

日々地道に努力しているのか､その一端をご理解

いただけたのではと考えております｡ 

拙い報告でお聞き苦しい点もあったかと思いま

すが､聴講いただき誠にありがとうございました｡報

告者並びに指導にあたった教員ら関係者一同､

深くお礼申し上げます｡ 

 今後とも､松江高専の学生のみならず､他大学･

高専の学生､若い研究者に発表の機会をいただ

ければありがたく存じます｡  
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【支部行事開催案内】 

日本技術史教育学会 関西支部2021年度総会(通算第19回) 

研究発表講演会(通算第15回)開催案内 
 

支 部 長 南 正晴(元 三菱重工) 
 
 

主催：日本技術史教育学会 関西支部 

協賛：技術文化史研究会 

日本ﾒｶﾆｽﾞﾑｱｰﾂ研究会 

日時：2022 年 3 月 26 日(土)9:30∼15:30 

ｵﾝﾗｲﾝ講演会 (Zoom)    (窓口:南) 

 

≪ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ≫ 

 

9:30∼9:35  会長挨拶  吉田 喜一 会長 

9:35∼14:50  研究発表講演会 (司会:南/井上)    

 

【研究発表講演:(機械技術史Ⅰ･設計製図)】 

(1)9:35∼9:55  1930 年代におけるﾀﾞｳﾝｳｨﾝﾄﾞ形式の

先進ﾓﾃﾞﾙ 小型風力発電機について 〇牛山 泉

(足利大学),飯野光政(同),永尾 徹(同) 

(2)9:55∼10:15 風力発電用風車のﾃﾞｻﾞｲﾝに関する考

察 〇永尾 徹(足利大学),一條 厚(元 GK ﾀﾞｲﾅﾐｸ

ｽ),牛山 泉(足利大学) 

(3)10:15∼10:35 機械製図の文化の変革に関する研

究 第 22 報 機械製図(手書き)技能検定の諸問

題について 〇平野重雄(東京都市大学､(株)ｱﾙﾄ

ﾅｰ),黄瀬 晋((株)ｱﾙﾄﾅｰ),関口 相三 (同)､奥坂 

一也(同) 

 

【研究発表講演:(機械技術史Ⅱ･計測･CG) 

 (4) 10:35∼10:55 国内における商用車用変速機の

変遷と無段変速機適用の可能性 

岡崎昭仁(神奈川工大) 

(5)10:55∼11:15 微笑み仏像｢木喰仏｣の定量解析  

○久間英樹(松江高専),森崎陽紀(同),福岡 久雄

(東京電機大学),青木美香(関西大学大学院) 

 (6) 11:15∼11:35 明治期に製作された水車の復元

に関する研究-現存部品を基にした ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗ

ﾌｨｯｸによる復元- 〇刑部 徹(足利大学),渡部 

美樹(同),根本 泰行(同) 

 

【昼食休憩】 11:35∼12:30 

 

【研究発表講演:( 産業技術史･技術教育)】      

(7)12:30∼12:50 東京荒川区におけるﾘｻｲｸﾙ産業 

吉田喜一(元都立産業技術高専) 

(8)12:50∼13:10 産業技術史を導入した地域学の授

業実践(2)那珂川舟運と那珂川貨物線 〇堤 一

郎(日本工業大学/元茨城大学),玉川里子(元水

戸市立博物館/元茨城大学) 

(9)13:10∼13:30 ｢ﾌﾞｰﾀﾝの技術教育の変遷と課題｣

(第 4 報)‐ﾌﾞｰﾀﾝの 20 年にわたる技術支援の視点

からみた村の鍛冶屋の実現計画(2)‐ ○白井 一

(NPO 法人国際建設機械専門家協議会*),倉田 

純一(関西大学､*同),石田 香澄(*同) 

 

【研究発表講演:(技術文化史)】  

(10)13:30∼13:50 弥生人と鉄―倭国への最初の鉄の

伝播と中国の鉄技術― 

渡部 紘一 (元松江高専)  

(11)13:50∼14:10 ﾊﾝﾆﾊﾞﾙ像の変遷-明治後期 

山舘 順 (ｻﾚｼﾞｵ高専)            

(12)14:10∼14:30 日窒鉱業株式会社江迎炭業所の

架空索道と石炭積込装置について 

   井上 敏孝 (常磐会学園大学) 

(13)14:30∼14:50 北前船の歴史と高田屋嘉兵衛 

南 正晴  (元三菱重工) 

 

【休憩】 14:50∼15:00 

 

15:00∼15:25  支部総会   

   関西支部 活動報告  南  支部長 

      同    会計報告  岡村 会計幹事  

      同    会計監査  久間 会計監査  

 15:25∼15:30 閉会挨拶  林 和宏 顧問  
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【 2022 年度総会･研究発表講演会講演募集 】 
2022年度総会･研究発表講演会を下記のとおり開催

いたします｡つきましては研究発表を募集いたしますの
で、ご希望の方は申込期日までに事務局宛お申し込
みください｡新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染防止の為ｵﾝﾗｲﾝ開催
の予定です。 
開催期日：2022 年 7 月 23 日(土)，9:00～ 
開催場所：ｻﾚｼﾞｵ高専 
研究発表の申込方法 
① 講演者名（登壇者は会員であること．氏名の前に○

印を付ける)及び所属名 
② 主題(ﾀｲﾄﾙ)､副題(ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ)  
③ 講演者連絡先(住所･TEL/FAX･ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ) 
④ 講演発表時使用機器(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等，PC は各自用意) 

上記の①から④までを A4 判用紙に記載し､封書で
学会事務局宛郵送してください｡なお、今回から下記
のｱﾄﾞﾚｽに、件名を「2022 年度総会研究発表申込（申
込氏名）」とした添付ﾌｧｲﾙでの申込みも受付けいたし
ます。登壇講演者は 2022 年度までの会費を完納済。
申込受付後の講演題目変更はできません。 
◇研究発表講演申込期限:2022 年 5 月 23 日(月)必着 
◇研究発表講演論文原稿提出期限:2022 年 6 月23 日

(木)必着（原稿未着の場合は講演申込辞退とみなし、
講演論文集への掲載は致しません） 

◇研究発表講演申込先：ﾒｰﾙhappyou.jseht@gmail. 
com 宛または封書で〒113-0023 東京都文京区向丘
2-34-5 ﾎﾜｲﾄﾏﾝｼｮﾝ201 ㈱ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技術
史教育学会事務局2022年度総会実行委員会宛お送
りください。講演希望件数が多い場合は研究発表の
時間を調整させていただきます。あらかじめご了承く
ださい｡ 
 

【 功績賞･業績賞の候補者募集 】 
日本技術史教育学会規定により､下記の要項により､

功績賞･業績賞を募集いたします｡表彰内容､表彰者資
格､表彰候補者の推薦につきましては表彰規定のとお
りです｡ 
1.募集要領 

1)A4 判用紙を使用 
2)表彰の名称(表彰の種類を明記) 
3)候補者の所属､部署､氏名(自薦は連絡先を追加)  
4)推薦理由(400 字程度) 
5)推薦者の所属､部署､氏名､連絡先(自薦は不要) 
6)送付先:学会事務局宛、「表彰応募」と封筒に朱記
して郵送 
〒113-0023 東京都文京区向丘 2-34-5 ﾎﾜｲﾄﾏﾝｼｮ
ﾝ 201 (株)ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技術史教育学会事務
局 

2.募集期限 2022 年 5 月 23 日（月)消印有効（厳守) 
3.問合せ先 学会事務局宛､FAX でお願いします｡ 

FAX：03-3824-2611 
4.贈賞､表彰時期 2022 年度総会 
5.その他 表彰規定については学会誌をご参照くださ

い｡学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも掲載されています｡ 
 

【 お詫びと訂正 重要 】 
技術史教育学会誌 第 23 巻第 1 号の79 ﾍﾟｰｼﾞ下

の奥付において､お名前の記載間違いがございました
ので､お詫びと訂正を致します｡ 
 (誤)会長 牛山 泉 → (正)会長 吉田 喜一 

学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾝｸ先に79 ﾍﾟｰｼﾞの修正版をお示
ししましたので､印刷の上､当該ﾍﾟｰｼﾞとの差し替えをお
願い致します｡ 

http://jseht.world.coocan.jp/040110shusei.pdf 
 

【 新 入 会 員 紹 介  】 
❐刑部 徹（足利大学） 

 個人情報につき、氏名・所属のみ掲載（敬称略） 
 

【 新刊紹介 】 
◇広島大学総合科学部編･市川 浩著『核時代の科
学と社会－初期原爆開発をめぐるヒストリオグラ
フィ』,丸善出版,ISBN978-4-621-30699-4, 2,090 円 

 
【 2022年度会費納入のお願い 】 

2022年度会費納入を別紙の通り、同封した振込用
紙によりお願い致します。本学会の運営は会員の皆様
の会費でおこなわれています。2021年度までの会費未
納の方も、早急な会費の完納にご協力ください。 

 
【 お 知 ら せ 】 

以前よりご案内しておりますが、次号130号よりﾆｭｰｽ
ﾚﾀｰが電子版となります。詳しくは同封いたしました別
紙をご参照ください。 

 
【 編 集 後 記 】 

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの感染拡大が一向に収まらない中、
如何お過ごしでしょうか?昨年は年度総会・全国大会は
ｵﾝﾗｲﾝで運営をしてまいりました。2022年度総会・研究
発表講演会も昨年と同じｻﾚｼﾞｵ高専からｵﾝﾗｲﾝ開催
の予定でおります。会場の都合により例年より約1ヶ月
遅れての開催となります。ﾆｭｰｽﾚﾀｰ第130号も1ヶ月ほ
ど遅らせて発行させていただきます｡普段会場へお越
しになれない方もぜひご参加いただければと思います。
皆様の参加をお待ちしております。関西支部総会のご
案内も掲載しております。こちらもｵﾝﾗｲﾝ開催となりま
す。皆様のご参加お待ちしております。次回理事会は
2月12日にﾒｰﾙ審議で開催予定です。(穂積洋一) 
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